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右の図のような正方形の辺BD 上を, 点Pは毎秒２cmの速さでB からD
に向かって動く。
ＰがＢを同時に出発してから x 秒後の三角形 BＡPの面積 y とし
て, 次の問いに答えなさい。

①ＹをＸの式で表しなさい

比例と反比例動く点Ｐ

Ｘ

Ｘ

Ｘ②ＸとＹの変域をそれぞれ求めなさい。

①ＹをＸの式で表しなさい

②ＸとＹの変域をそれぞれ求めなさい。

①ＹをＸの式で表しなさい

②ＸとＹの変域をそれぞれ求めなさい。
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12cm
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12cm

右の図のような正方形ABCDがあります。ＰはＡＢ上をＡからＢまで
動きます。ＡＰをＸcm三角形APDの面積をＹcmとするとき
次の問いに答えなさい
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右の図のような正方形ABCDがあります。ＰはＡＢ上QはＡＣ上を
面積が常に６cmになるように動きます。ＡＰをＸcmＡＱをＹcmと
するとき次の問いに答えなさい
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三角形の底辺の長さが２Ｘcm高さは 12cmなので２Ｘ×12×1/2

となりＹ＝１２Ｘとなる。

三角形の底辺の長さがＸcm高さは 16cmなのでＸ×16×1/2

となりＹ＝8Ｘとなる。

三角形の底辺の長さがＸcm高さはＹcm面積が６なので

Ｘ×Ｙ×1/2＝６になりＹ＝に直すと　Ｙ＝ となり

反比例の式となる

０≦Ｘ≦６
０からスタートして 6秒後にＤにたどり着く ０からスタートして 6秒後に面積が一番大きくなる

０≦Ｘ≦16

０≦Ｘ≦12

０≦Ｙ≦72

０≦Ｙ≦128

０≦Ｙ≦12
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